
大村駐屯地QR

第36代第16普通科連隊長兼第38代大村駐屯地司令
土肥　崇紀　１等陸佐　着任

新部隊長着任 福添 哲生１等陸佐
教育訓練研究本部へ御栄転

要
望
事
項
「
自
分
ら
し
く
」

　
令
和
５
年
７
月
31
日
（
月
）、
第
35
代
第
16
普
通
科
連
隊
長

兼
ね
て
第
37
代
大
村
駐
屯
地
司
令
【
1
等
陸
佐
福
添
哲
生
】

は
、
連
隊
長
統
率
方
針「
戦
闘
力
の
組
織
化
」連
隊
長
要
望
事

項
「
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
よ
」
駐
屯
地
司
令
要
望
事
項
「
地

域
と
共
に
」「
整
理
・
整
頓
・
清
潔
」を
掲
げ
、
数
々
の
御
成
果

を
残
さ
れ
て
教
育
訓
練
研
究
本
部
へ
御
栄
転
と
な
っ
た
。

　
第
３
科
長（
本
田
３
佐
）に
よ
る
心
温
ま
る
別
れ
の
挨
拶
と

万
歳
三
唱
を
最
後
に
大
村
駐
屯
地
に
別
れ
を
告
げ
た
。

　
令
和
５
年
８
月
１
日
（
火
）、
大
村
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
師
団
長
ご
臨
席
の
も
と
、
第
36
代
第
16
普
通
科

連
隊
長
兼
ね
て
第
38
代
大
村
駐
屯
地
司
令
【
1
等
陸
佐
土

肥
崇
紀
】の
着
任
式
を
挙
行
し
た
。

　
式
に
は
、
隊
員
約
５
０
０
名
が
参
列
し
、
師
団
長
か
ら
の

紹
介
を
受
け
、巡
閲
、着
任
の
辞
を
述
べ
た
。

　
じ
後
、
各
部
隊
長
に
よ
る
状
況
把
握
が
実
施
さ
れ
た
後
、

駐
屯
地
周
辺
の
説
明
を
含
め
、
隊
内
巡
視
に
よ
り
大
村
駐

屯
地
に
所
在
す
る
各
部
隊
の
状
況
を
確
認
し
た
。

幹部挨拶幹部挨拶幹部挨拶

駐屯地周辺の説明駐屯地周辺の説明駐屯地周辺の説明

隊内巡視隊内巡視隊内巡視

友魂の碑献花友魂の碑献花友魂の碑献花 申　告申　告申　告 巡　閲巡　閲巡　閲

駐屯地全員での見送り駐屯地全員での見送り駐屯地全員での見送り

師団長からの紹介師団長からの紹介師団長からの紹介

師団長からの紹介師団長からの紹介師団長からの紹介 連隊長出迎え連隊長出迎え連隊長出迎え

連隊長統率方針

「臨機応変」

統
率
方
針

「
即
動
必
遂
」

要
望
事
項

「
先
駆
け
よ
」

「
活
き
活
き
躍
動
せ
よ
」

連隊長要望事項

「本　気」

駐屯地司令要望事項

「地域との共存・絆」

第４後方支援連隊
第１整備大隊
施設整備隊長

１等陸尉  江島　康史

要
望
事
項
「
誠
実
・
団
結
」

第４施設大隊
第２中隊長

１等陸尉  川元　広志

要
望
事
項
「
分
を
守
り
、分
を
果
た
せ
」

第16普通科連隊
第３中隊長

１等陸尉  大谷　隆志

第
４
施
設
大
隊
大
隊
長

  

２
等
陸
佐  

赤
尾
　
広
徳

琴
の

海
（発　　刊）
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